
平
成
十
三
年
十
月

四
・
五
日
、
日
本
図

書
館
協
会
公
共
図
書

館
部
会
と
岡
山
県
図

書
館
協
会
の
主
催
で
、

標
記
研
究
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
二
百
十
名
を
越
え

る
参
加
者
が
、
ま
き

び
会
館
に
集
っ
た
。

こ
の
研
究
集
会
は

二
年
お
き
に
各
地
で

開
催
さ
れ
お
り
、
前

回
は
神
奈
川
県
で
の

大
会
で
あ
っ
た
。
岡

山
大
会
で
は
、
県
図

書
館
協
会
の
公
共
図

書
館
が
中
心
と
な
り

実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
準
備
と
当
日
の

運
営
に
あ
た
っ
た
。

一
日
目
は
、
開
会
行
事
に
引
き
続
い
て
、

糸
賀
雅
児
慶
應
義
塾
大
学
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
、
二
つ
の
分
科
会
「
よ
り
身
近
」

な
移
動
図
書
館
、「
よ
り
便
利
」な
図
書
館

を
目
指
す
協
力
事
業
を
テ
ー
マ
に
各
々
三

件
ず
つ
の
事
例
発
表
、続
い
て
分
科
会
報

告
と
討
議
を
行
っ
た
。

糸
賀
氏
は
基
調
講
演
で
、
近
未
来
の
図

書
館
像
と
し
て
地
域
電
子
図
書
館
の
可
能

性
を
示
さ
れ
た
。
地
域
電
子
図
書
館
と
は

紙
媒
体
に
よ
る
資
料
・
情
報
と
電
子
化
さ

れ
た
資
料
・
情
報
と
を
有
機
的
に
連
携
さ

せ
た
混
合
型
図
書
館
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
図
書

館
で
は
、
地
域
と
施
設
を
越
え
た
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
（
広
域
利
用
、
相
互
貸
借
、
協

力
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
大
学
・
学
校
と
の
連

携
、
職
員
の
研
修
・
交
流
な
ど
）
が
考
え

ら
れ
る
。
移
動
図
書
館
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
図
書
館
と
し
て
、
地
域
電
子
図
書
館

と
相
互
補
完
的
な
存
在
と
し
て
両
立
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
、
と
講
演
さ
れ
た
。

二
日
目
は
「
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
、

協
力
事
業
の
未
来
を
展
望
す
る
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
横
山
桂
氏

（
日
本
図
書
館
協
会
事
務
局
長
）、
糸
賀

雅
児
氏
、
児
玉
史
子
氏
（
国
立
国
会
図
書

館
国
内
協
力
課
長
）、
渡
部
秀
人
氏
（
早

島
町
立
図
書
館
長
）
の
四
人
を
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、「
目
録
情
報
提
供
の
在
り
方
」「
国
、

県
、
市
町
村
図
書
館
間
で
の
連
携
・
協
力

の
充
実
」
等
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

図
書
館
界
に
起
き
て
い
る
変
革
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
を
身
近
に
し
て

い
く
地
道
な
活
動
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

た
研
究
集
会
と
な
っ
た
。

▼
第
一
分
科
会
に
参
加
し
て

濱
野

聡

第
一
分
科
会
は
「
よ
り
身
近
」
な
移
動

図
書
館
と
い
う
こ
と
で
、
鳥
取
県
大
栄
町

立
図
書
館
の
妻
由
静
代
氏
と
山
口
県
岩
国

市
立
中
央
図
書
館
の
野
村
恵
子
氏
と
蒜
山

教
育
事
務
組
合
立
図
書
室
の
入
澤
泰
良
氏

の
三
人
の
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。

三
人
の
発
表
と
も
、
移
動
図
書
館
を
生

か
し
た
図
書
館
全
体
の
利
用
増
へ
の
努
力

が
感
じ
ら
れ
た
。

大
栄
町
で
は
平
日
だ
け
で
な
く
日
曜
日

も
巡
回
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
き
め

の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
、
図
書

館
で
行
き
届
か
な
い
部
分
へ
の
補
完
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

岩
国
市
で
は
、
Ｂ
Ｍ
専
任
の
司
書
は
一

人
し
か
い
な
い
が
、
他
の
担
当
者
を
巡
回

コ
ー
ス
ご
と
の
担
当
に
固
定
し
運
行
日
誌

を
つ
け
さ
せ
て
情
報
交
換
を
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

蒜
山
で
は
今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
、

十
人
以
上
の
会
議
等
で
要
請
が
あ
れ
ば
、

可
能
な
限
り
巡
回
す
る
と
い
う
積
極
的
な

方
針
を
出
し
て
い
た
。

昨
今
、
よ
く
い
わ
れ
る
効
率
性
と
い
う

面
か
ら
み
れ
ば
非
効
率
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
よ
り
身
近
」
な
移
動
図
書
館
と
し
て
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
大

切
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。

（
は
ま
の

さ
と
し：

岡
山
市
立
中
央
図
書
館
）

平成１３年度 第２３回
全国移動図書館・協力事業研究集会岡山大会
開催される―図書館の連携・協力を考える―

（１） 岡山県図書館協会報 ＩＳＳＮ ０９１５－７６０３
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▼
第
二
分
科
会
に
参
加
し
て有

元

康
子

十
月
四
日
に
行
わ
れ
た
第
二
分
科
会
で

は
『「
よ
り
便
利
」
な
図
書
館
を
目
指
す

協
力
事
業
』
と
い
う
こ
と
で
岡
山
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
、
諏
訪
市
図
書
館
よ
り
三

人
の
方
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
全
国
の
公
共
図
書
館
の
相
互
貸

借
の
現
状
が
図
書
館
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
も
と
に
資
料
の
搬
送
の
仕
方
・

頻
度
等
、
総
合
目
録
事
業
に
つ
い
て
詳
し

く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
諏
訪
広
域
図

書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
六
市

町
村
図
書
館
の
総
合
目
録
を
第
三
セ
ク
タ

ー
の
セ
ン
タ
ー
館
で
管
理
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
・
予
約
も
可
能
で
、
さ
ら

に
貸
借
資
料
の
速
や
か
な
搬
送
を
実
現
さ

れ
て
お
り
、
自
治
体
を
越
え
た
利
用
増
を

も
た
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
岡

山
県
に
つ
い
て
公
立
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
、
横
断
検
索

な
ど
実
現
し
つ
つ
あ
る
近
未
来
の
岡
山
の

図
書
館
の
協
力
事
業
像
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

近
頃
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
資
料
の
所
蔵
情
報
・
予
約
な
ど
は
個

人
利
用
者
で
も
容
易
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
物
流
の
遅
さ
が
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
い
か
に
早

く
の
サ
ー
ビ
ス
を
保
ち
つ
つ
、
で
き
れ
ば

手
間
・
費
用
を
か
け
ず
能
率
良
く
や
っ
て

い
け
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
事
例
発
表
を
聞

き
な
が
ら
課
題
で
あ
る
な
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。（
あ
り
も
と

や
す
こ：

勝
北
町
図
書
館
）

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
い
て有

元

正
雄

こ
こ
三
、
四
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

係
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
の
変
化

は
本
当
に
め
ざ
ま
し
い
。
パ
ネ
ラ
ー
諸
氏

の
話
を
聞
い
て
も
、
も
は
や
図
書
館
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い

時
代
、
電
子
武
装
な
く
し
て
図
書
館
の
未

来
は
な
い
よ
う
な
感
さ
え
い
だ
か
さ
れ
る
。

津
山
市
立
図
書
館
も
平
成
十
三
年
四
月

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
利
用

案
内
や
蔵
書
検
索
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
提
供
し

て
い
る
。
し
か
し
、
蔵
書
の
問
い
合
わ
せ

の
電
話
や
開
館
し
て
い
る
か
ど
う
か
問
い

合
わ
せ
て
く
る
市
民
の
電
話
は
後
を
絶
た

な
い
。
私
自
信
が
携
帯
電
話
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
い
な
い
せ
い
か
、
世

間
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
一
般
家
庭
に
普
及
し

て
い
る
か
疑
問
に
思
う
瞬
間
で
あ
る
。
市

役
所
内
部
で
も
各
課
の
Ｉ
Ｔ
化
は
進
み
つ

つ
あ
る
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
の
か
表
面
的
に
は
わ
か
り
に
く

い
。
技
術
の
進
歩
と
新
た
に
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
情
報
弱
者
予
備
軍
。
市
役
所
で
よ
く

言
わ
れ
る
費
用
対
効
果
や
業
務
効
率
、
さ

ら
に
は
計
画
性
、
将
来
性
を
考
え
る
と
き
、

現
在
の
重
要
施
策
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
化
の
先

に
何
が
あ
る
か
誰
か
解
答
を
持
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
講
演
で
近
い
将
来
の

家
庭
像
と
し
て
完
全
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
家
庭

の
話
を
聞
い
た
が
、
振
り
返
っ
て
周
り
を

み
る
と
未
だ
に
下
水
道
工
事
の
道
路
渋
滞

が
絶
え
な
い
現
実
が
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
時
代
の
図
書
館
の
具
体
像
は
明
確

に
描
け
ず
、
直
接
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
試
行
段
階
と
い
っ
た
感

が
あ
る
も
の
の
、
協
力
事
業
に
つ
い
て
は

確
か
に
強
力
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
以
前
の
所
蔵
館
探
し
に
か
け
て
い
た

労
力
と
不
確
か
さ
を
考
え
る
と
、
限
ら
れ

た
参
加
館
で
あ
っ
て
も
今
で
は
横
断
検
索

や
各
館
提
供
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
利
用
で
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
図
書
館
の
地
域
や

館
種
、
施
設
を
越
え
た
連
携
・
協
力
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、「
水
道
の

蛇
口
」
を
ひ
ね
る
よ
う
に
地
域
の
図
書
館

か
ら
情
報
が
得
ら
れ
る
時
代
に
一
歩
近
づ

い
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
時
代
を
迎
え
て
も
、
図
書
館
は

本
が
あ
る
こ
と
、
本
を
市
民
に
提
供
す
る

こ
と
が
ま
ず
基
本
な
の
は
変
わ
り
な
い
。

相
互
協
力
も
各
図
書
館
の
自
立
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
で
、
相
互
依
存
と
は
違
う
。

そ
の
原
則
に
も
変
わ
り
は
な
い
。
職
員
は

臆
す
る
こ
と
な
く
新
し
い
技
術
の
習
得
に

励
み
、
そ
こ
か
ら
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
形
を

生
み
だ
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
必
要
で
は

な
い
か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
な
が
ら

時
代
の
激
し
い
流
れ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

（
あ
り
も
と

ま
さ
お：

津
山
市
立
図
書
館
長
）

岡山県図書館協会報 （２）
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津山市ブックスタート実行委員会発行

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
本
を
介
し
て
親

子
が
心
と
肌
と
ふ
れ
合
わ
せ
楽
し
い
時
間

を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

一
九
九
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
で
始
ま
っ
た
運
動
で
す
。
具
体
的
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
乳
幼
児
が
集
ま
る
乳
幼
児
健

診
を
会
場
と
し
て
、
年
齢
に
合
っ
た
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
リ
ス
ト
、
赤
ち
ゃ
ん
と
本

を
読
む
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
集
（
イ
ラ
ス

ト
中
心
）、
地
域
の
図
書
館
や
育
児
支
援

組
織
の
案
内
な
ど
が
布
製
の
手
提
げ
袋
に

入
っ
た
�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
�

を
、
説
明
の
言
葉
と
と
も
に
す
べ
て
の
親

子
に
手
渡
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
を
手
渡

す
の
は
そ
の
地
域
の
図
書
館
員
や
保
健
婦
、

お
は
な
し
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
で
、

単
な
る
お
み
や
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必

ず
一
人
一
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
の
運
動
が
約
二
百
の
地

域
に
広
ま
っ
て
お
り
、
民
族
や
言
語
、
障

害
な
ど
に
対
応
し
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
東

京
都
杉
並
区
で
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
携
わ
っ
た
「
子
ど
も
読
書
年
」
推

進
会
議
が
母
体
と
な
り
、
翌
年
四
月
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
、
十
月
に
は
実
施
市
町
村
が
約
三
十
と

な
る
な
ど
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
輪
は
全

国
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
二
〇
〇
一
年
五
月
に
西
粟
倉

村
が
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
職
員
一
〜

二
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
人
で
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
を
手
渡
し
て
い
ま
す

（
写
真
�
）。
西
粟
倉
村
の
大
き
な
特
徴

は
、
対
象
が
〇
、
一
歳
半
、
二
、
三
歳
児

と
な
っ
て
お
り
、
三
歳
に
な
る
ま
で
継
続

し
て
絵
本
を
贈
る
と
い
う
点
で
す
。
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
の
内
容
は
、
前
述

の
も
の
の
ほ
か
に
よ
だ
れ
か
け
（
〇
歳
児

の
み
）
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
単
価
は
一
、

三
〇
〇
〜
一
、
七
〇
〇
円
で
す（
写
真
�
）。

年
に
四
回
実
施
さ
れ
、
毎
回
十
人
前
後
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
や
絵
本

の
展
示
な
ど
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
て
お
り
（
写
真
�
）、
理
解
が
深

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
施
時
の
留
意
点

は
、
健
診
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
こ
と
と
、

保
護
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
慌
た
だ
し
い
健
診
の
場
で
ス
タ

ッ
フ
は
ま
ず
子
守
り
に
徹
す
る
た
め
、
保

護
者
と
保
健
婦
は
安
心
し
て
話
が
で
き
て

い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
人
た
ち
が
共
通
の
理
解
と
目
的
を
持

っ
て
行
う
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

邑
久
町
は
六
月
に
開
始
し
ま
し
た
。
偶

数
月
に
、
二
十
〜
三
十
人
の
四
〜
五
カ
月

児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
公
民
館
職

員
二
人
と
保
育
士
一
人
が
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
・
パ
ッ
ク（
単
価
約
一
、三
〇
〇
円
）

を
手
渡
し
、
説
明
し
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、始
ま
っ
て
い
ま
す

〜
岡
山
県
内
の
活
動
を
中
心
に
〜

稲
葉
三
千
代

（３） 岡山県図書館協会報

写真� ブックスタート・パックを手渡し（西粟倉村）

写真� ブックスタート・パックの中は…（西粟倉村）
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http : //isweb30.infoseek.co.jp/school/okakento/

津
山
市
は
九
月
か
ら
、
三
〜
四
カ
月
児
健

診
時
に
開
始
し
ま
し
た
。
月
二
回
実
施
、

年
間
九
五
〇
人
が
対
象
で
、
一
回
に
つ
き

四
十
〜
五
十
人
の
乳
児
が
参
加
し
ま
す
。

図
書
館
員
ら
が
手
渡
す
も
の
は
独
自
に
作

成
し
た
絵
本
リ
ス
ト
（
五
十
冊
）
や
図
書

館
の
利
用
案
内
な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
封
筒

に
入
っ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ト
の
本
は
会
場

に
も
図
書
館
に
も
展
示
し
、
継
続
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
図
書
館
へ
足
を
運
ぶ
親
子

の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
、
県
内
三
市
町
村
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

成
果
は
直
ち
に
数
字
に
表
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

大
学
の
追
跡
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
心
の

発
達
に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
、
親
子
関

係
が
安
定
す
る
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
現

代
に
お
い
て
非
常
に
大
切
な
働
き
か
け
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
の
自
治
体
の
担
当
の
か
た
も
大
変
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
の
が
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

（
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た

担
当
者
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。）

（
い
な
ば

み
ち
よ

：

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
お
知
ら
せ
】

平
成
十
四
年
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る

「
第
一
回
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
全
国
大
会
」

（
主
催
／
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ

ー
）
に
お
い
て
、
西
粟
倉
村
の
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
が
事
例
報
告
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w

.bookstart.net

岡
山
県
図
書
館
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
一
月
よ
り
岡
山
県
図
書
館

協
会
Ｈ
Ｐ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
図
「
県
内
の
市
町
村
立
図
書

館
設
置
状
況
」
で
は
図
書
館
の
設
置
さ
れ

て
い
る
市
町
村
・
設
置
予
定
の
市
町
村
を

色
づ
け
し
て
設
置
状
況
を
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
画
面
の
次
の
詳
細
画
面
で
各
市
町

村
の
名
前
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
各
市
町
村

図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
へ
行
け
る
よ
う
に
リ
ン
ク

を
張
っ
て
あ
り
ま
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
「
お
知
ら
せ
」「
行
事
予
定
」「
会
則
等
」

「
加
盟
館
一
覧
」「
県
内
図
書
館
調
査
」「
関

係
機
関
リ
ン
ク
集
」
な
ど
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
の
情
報
確
認
や
他
の
機
関
と
の
連
絡

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
後
は
五
十
周
年
を
期
に
、「
協
会
の

あ
ゆ
み
」「
相
互
協
力
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
協
会
の
会

報
「
岡
山
の
と
し
ょ

か
ん
」
の
記
事
索
引

も
作
成
中
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
Ｈ
Ｐ
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
に
対
す
る
ご

要
望
ご
意
見
、
情
報

な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
作
成
担
当：

企
画

委
員
会
）

岡山県図書館協会報 （４）

写真
 健診は絵本がいっぱい（西粟倉村）
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岡
山
県
図
書
館
協
会
の
研
修
会
へ
私

が
初
め
て
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
の

は
、
国
際
子
ど
も
読
書
年
の
頃
だ
っ
た

と
思
う
。
当
時（
今
も
変
わ
ら
な
い
が
）、

子
ど
も
の
将
来
を
悲
観
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
件
が
次
々
と
発
生
し
、
行
き
場
を

失
っ
た
子
ど
も
達
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
で
、
こ
の
年
を
機
に
、
不
慣

れ
で
は
あ
っ
て
も
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
全
て
試
み
よ
う
と
決
心
し
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

そ
の
後
、
周
囲
の
方
々
に
勧
め
ら
れ

る
ま
ま
、
引
き
続
き
受
講
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
県
図
協
の
催
し
の
一
つ

一
つ
は
、
綿
密
な
年
間
計
画
に
基
づ
い

て
企
画
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
水
準

が
高
く
、
信
頼
で
き
て
心
地
よ
か
っ
た
。

（
そ
の
手
法
上
の
堅
苦
し
さ
は
や
む
を

え
な
い
と
し
て
）
殊
に
私
が
心
惹
か
れ

た
の
は
、
そ
の
活
動
の
底
流
を
貫
い
て

い
る
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
魂
」
と
で

も
呼
び
た
く
な
る
よ
う
な
精
神
性
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
、

人
々
の
心
か
ら
心
へ
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
源
流
を

遡
れ
ば
、
空
襲
で
城
と
市
街
地
の
大
半

を
失
い
、
焦
土
に
立
っ
て
、
あ
る
べ
き

祖
国
の
明
日
を
希
求
し
た
岡
山
の
人
々

の
思
い
に
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
」
あ
る
い

は
「
図
書
館
」
と
い
う
言
葉
が
死
語
と
な

っ
て
も
、
母
親
が
温
か
い
肉
声
で
語
り
か

け
る
一
瞬
、
子
の
心
に
知
の
光
が
宿
り
輝

く
と
い
う
人
間
の
営
み
が
、
地
上
か
ら
消

え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
で
子
育
て
を
望
む
お
母
さ
ん
が
増
え
て

い
る
が
、
日
本
語
特
有
の
美
し
い
表
現
や

伝
統
思
想
も
大
切
に
守
り
た
い
。
日
本
人

の
精
神
生
活
を
長
い
間
支
え
て
き
た
仏
教

は
、
一
神
教
と
は
異
な
る
思
想
構
造
の
上

に
深
遠
な
言
語
哲
学
を
蔵
し
て
も
い
る
。

新
旧
、
東
西
あ
ら
ゆ
る
人
類
の
智
恵
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
込
む
の
は
至
難
で
あ
る

が
、
情
報
の
渦
に
足
を
掬
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
子
ど
も
達
が
し
っ
か
り
と
し
た
大
人

に
成
長
す
る
よ
う
願
う
。
そ
し
て
私
も
、

古
代
史
に
鮮
や
か
な
光
彩
を
放
つ
吉
備
の

地
で
、
有
縁
の
方
々
に
導
か
れ
つ
つ
、
遅

い
歩
み
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

（
う
え
お
か

な
お
こ
）

岡
山
県
図
書
館
協
会

創
立
五
十
周
年
記
念
式
・

平
成
十
三
年
度
岡
山
県
読
書
大
会

岡
山
県
図
書
館
協
会
創
立
五
十
周
年
の

記
念
式
が
、
平
成
十
三
年
十
月
三
十
一
日

午
前
十
時
か
ら
、
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
岡
山
県
読
書
大
会
と
合

同
で
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
広
江
寿
彦
岡
山
県
図
書
館
協
会
長

が
、
昭
和
二
十
六
年
の
設
立
以
来
五
十
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
公
共
図
書
館
、
大

学
図
書
館
、
私
立
・
専
門
図
書
館
、
研
究

機
関
等
の
施
設
会
員
と
、
こ
れ
に
携
わ
る

多
く
の
個
人
会
員
の
協
力
と
努
力
に
感
謝

を
述
べ
、
こ
の
記
念
式
を
新
た
な
活
動
へ

と
挑
戦
す
る
機
縁
と
し
た
い
、
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
次
い
で
来
賓
の
県
教
育
委
員
会

教
育
次
長
・
渡
辺
睦
生
氏
と
日
本
図
書
館

協
会
理
事
長
・
竹
内


氏
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
開
会
行
事
が
終
了
し
た
。

続
い
て
、
特
別
功
労
者
表
彰
式
で
は
、

岡
山
県
の
図
書
館
や
読
書
活
動
・
出
版
活

動
に
長
年
携
わ
り
、
そ
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
個
人
、
団
体
合
わ
せ
て
九
名
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
て
秋
田
征
矢
雄
氏
か
ら
、
図
書
館

草
創
期
か
ら
変
わ
ら
ぬ
図
書
館
へ
の
熱
い

思
い
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

読
書
大
会
の
表
彰
式
、
読
書
推
進
運
動

協
議
会
の
伝
達
表
彰
式
で
は
、
県
内
の
図

書
館
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
や
、
図
書
館
の
振
興
に
貢
献
し

た
団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

引
き
続
い
て
、「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

の
め
ざ
す
も
の
」
と
題
し
て
、
竹
内


氏

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
言
葉
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
、
豊
か
な
実
践
と
真
摯
な
お

人
柄
が
滲
み
、
参
加
者
一
同
深
い
共
感
と

感
銘
を
受
け
た
。

午
後
か
ら
は
、
倉
敷
朗
読
研
究
会
に
よ

る
朗
読
劇
、『
ぼ
っ
け
え
、
き
ょ
う
て
え
』

（
角
川
書
店
刊
）
な
ど
で
人
気
の
和
気
町

出
身
の
作
家
、
岩
井
志
麻
子
氏
の
特
別
講

演
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
図
書
館
関
係
者
を
は
じ
め
約
三

百
五
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

岡
山
県
図
書
館
協
会
特
別
功
労
者
表
彰

受
賞
者
（
敬
称
略
）

★
個
人
の
部

秋
田

征
矢
雄

黒
	

義
博

★
団
体
の
部

岡
山
市
立
中
央
図
書
館

倉
敷
市
立
中
央
図
書
館

金
光
図
書
館

岡
山
理
科
大
学
図
書
館

岡
山
県
子
ど
も
文
庫
連
絡
会

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

日
本
文
教
出
版
株
式
会
社

会員の声

研
修
会
に
参
加
し
て

上
岡

直
子

（５） 岡山県図書館協会報

楽しかった製本講習会
（平成１３年１２月１３日開催）



平
成
十
四
年
一
月
十
六
日

〒
七
〇
〇－

〇
八
一
四

岡
山
市
天
神
町
八－

五
四

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

岡
山
県
図
書
館
協
会

会
長

広

江

寿

彦

�
（
〇
八
六
）
二
二
四－

一
二
八
六

（
�内
二
四
五
）

ニ
ュ
ー
ス

〈
市
立
・
町
立
図
書
館
関
係
〉

★
御
津
町
立
図
書
館

幼
児
コ
ー
ナ
ー
を

新
設

電
算
シ
ス
テ
ム
も
稼
動

（
山
陽
０１
・
１
・
２０
）

★
早
島
町
立
図
書
館
が
検
索
シ
ス
テ
ム

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
探
し

（
山
陽
０１
・
３
・
１４
）

★
津
山
市

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
６
シ

ス
テ
ム
が
稼
動

市
立
図
書
館
の
蔵
書

を
検
索
す
る
「
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス

テ
ム
」
も

（
山
陽
０１
・
４
・
３
）

★
津
山
市
立
図
書
館

仕
事
援
助
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ご
ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
」
発
足

女
性
１６
人
が
活
動
へ
初
研

修

（
津
山
朝
日
０１
・
５
・
１８
）

★
久
米
南
町
図
書
館

久
米
南
町
文
化
セ

ン
タ
ー
内
に
５
月
１６
日
オ
ー
プ
ン

（
山
陽
０１
・
５
・
３１
）

★
各
種
サ
ー
ビ
ス
機
能
集
約
「
き
ら
め
き

広
場
・
哲
西
」
完
成

図
書
館
は
三
万

八
千
五
百
冊
の
蔵
書

（
山
陽
０１
・
１０
・
９
）

★
総
社
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

家
庭
か
ら
検
索
や
予
約

県
内
の
図
書

館
に
も
リ
ン
ク
（
山
陽
０１
・
１２
・
２
）

〈
県
立
図
書
館
関
係
〉

★
県
立
図
書
館

貴
重
な
古
絵
図
パ
ソ
コ

ン
画
面
で
「
デ
ジ
タ
ル
画
像
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
導
入
」

（
山
陽
夕
０１
・
４
・
２
）

★
県
立
図
書
館
設
計
概
要
ま
と
ま
る

外

観
は
歴
史
的
景
観
に
調
和
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
、
情
報
中
核
拠
点
に

（
山
陽
０１
・
４
・
１４
）

★
県
内
１５
公
立
図
書
館
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
検

索
で
き
ま
す

県
図
書
館
横
断
検
索
シ

ス
テ
ム
稼
動

（
山
陽
０１
・
５
・
１７
）

★
県
立
図
書
館

え
っ

か
ば
ん
持
ち
込

み
だ
め
な
の
？
蔵
書
盗
難
防
止
で
禁
止

に

そ
の
か
わ
り
ロ
ッ
カ
ー
を
増
設

（
山
陽
夕
０１
・
１１
・
２
）

★
開
館
予
定
の
県
立
図
書
館

交
通
文
化

を
売
り
物
に

学
術
書
や
紀
行
文
、
地

図
な
ど
資
料
収
集
始
ま
る

（
山
陽
夕
０１
・
１１
・
２９
）

〈
学
校
図
書
館
関
係
〉

★
書
籍
「
学
校
図
書
館
は
ど
う
し
て
つ
く

ら
れ
発
展
し
て
き
た
か
」
ビ
デ
オ
「
本

が
あ
っ
て
、
人
が
い
て
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

完
成

（
山
陽
０１
・
６
・
２５
）

★
岡
山
県
学
校
司
書
研
究
協
議
会
津
山
大

会
７
月
２７
日
開
催

「
２１
世
紀
の
学
校

図
書
館
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
」
を
テ
ー

マ
に

（
山
陽
０１
・
７
・
２８
）

〈
そ
の
他
〉

★
津
山
基
督
教
図
書
館

親
し
ま
れ
た
７５

年
の
歴
史
に
幕

４
月
２０
日
で
業
務
廃

止�
記
念
館
�（
非
公
開
）と
し
て
運
営

（
津
山
朝
日
０１
・
４
・
１１
）

日

誌

５
・
１８

第
一
回
企
画
委
員
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
・
２２

全
国
移
動
図
書
館
・
協
力
事
業

研
究
集
会
岡
山
大
会
実
行
委
員
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

６
・
５

第
一
回
理
事
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

６
・
１１

平
成
十
三
年
度
総
会
及
び
平
成

十
三
年
度
図
書
館
功
労
者
表
彰
式

受
賞
者
は
春
名
節
子
、
藤
井
教
子
、

別
府
信
吾
の
三
氏

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

８
・
９

図
書
館
業
務
講
習
会

「
新
し
い
図
書
館
員
の
た
め
に
」

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

８
・
２２

整
理
技
術
（
初
級
）
講
習
会

（
会
場：

北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

９
・
２

一
日
こ
ど
も
図
書
館
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
共
催
事
業
）

（
会
場：

美
星
町
中
央
公
民
館
）

９
・
２７

全
国
移
動
図
書
館
・
協
力
事
業

研
究
集
会
岡
山
大
会
運
営
部
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

１０
・
４
〜
５

第
二
十
三
回
全
国
移
動
図

書
館
・
協
力
事
業
研
究
集
会
岡
山

大
会
（
会
場：

ま
き
び
会
館
）

１０
・
１０

第
二
回
企
画
委
員
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

１０
・
３１

県
図
協
創
立
五
十
周
年
記
念
式

・
平
成
十
三
年
度
岡
山
県
読
書
大
会

記
念
講
演

竹
内


氏

（
日
図
協
理
事
長
）

実
践
発
表

倉
敷
朗
読
研
究
会

特
別
講
演

岩
井
志
麻
子
氏（作

家
）

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

１１
・
１５

パ
ソ
コ
ン
研
修
会

（
会
場：

県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
）

１２
・
１３

製
本
講
習
会

図
書
の
修
理
を
学
ぶ
・
和
本
の
仕

立
て
方
を
学
ぶ

（
会
場：

県
立
博
物
館
）

事
務
局
か
ら

☆
記
念
講
演
の
記
録
も
収
録
し
た
五
十
周

年
記
念
誌
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
情

報
提
供
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

訃

報

蜂
谷

修
一
氏

平
成
十
三
年
八
月
三
十
日
逝
去

享
年
六
十
七
歳

謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

岡山県図書館協会報 （６）


